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最
初
に
こ
の
『
絵
具
彩
色
独
稽
古
』
を
読
ん
だ
印
象
は
、
実
に
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
不
自
然
な
技

法
書
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
本
文
の
記
さ
れ
て
い
る
二
十
三
丁
の
う
ち
、
最
初
の
四
丁
で
絵
具

の
使
用
法
を
説
き
、
残
り
の
実
に
十
九
丁
を
使
っ
て
四
十
七
種
類
も
の
素
材
や
そ
の
種
類
に
わ
け

て
、
礬ど
う

水さ

の
割
合
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
「
独
稽
古
」
と
題
し
年
代
の
近
い
も
の
に
、

宮
本
君
山
の
『
漢
画
独
稽
古
』（
一
八
〇
七
年
（
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
画
論
や
筆
法
、
絵
手
本
、

画
材
や
そ
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
絵
を
描
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
お
ぼ
し
き
知
識
を
網

羅
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
こ
の
本
を
初
学
の
者
が
手
に
取
っ
て
「
独
稽
古
」
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
絵
具
彩
色
独
稽
古
』
の
ほ
う
は
、
こ
れ
を
一
冊
手
に
取
っ
た
だ
け
で
は
、
な
に
を

稽
古
し
た
ら
よ
い
の
か
迷
い
そ
う
で
あ
る
。
素
材
や
紙
の
厚
み
な
ど
に
よ
っ
て
礬
水
の
製
法
を
変

え
る
こ
と
は
、
絵
を
描
く
者
に
と
っ
て
一
般
的
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
細
か
く
、
膠
や
明
礬
の
割
合
を
使
い
分
け
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
む

し
ろ
初
学
の
も
の
に
と
っ
て
は
、
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
。
そ
れ
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

頃
の
技
法
書
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
記
さ
れ
て
い
る
、
絵
を
描
く
た
め
の
心
構
え
や
、
筆
法
、

絵
手
本
や
画
譜
と
い
っ
た
た
ぐ
い
が
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
礬
水
が
絵
を
描
く
前
の
準
備
段
階
で

あ
る
は
ず
な
の
に
、
礬
水
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、
絵
を
描
く
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
の
バ
ラ
ン
ス
が
非

常
に
悪
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
他
に
も
、
不
自
然
な
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
絵
具
の
使
用
法

を
記
し
た
最
後
（
七
丁
（
に
、「
此
外
い
ろ
〳
〵
の
繪ゑ
の
ぐ具
彩さ
い
し
き色
方か
た

多お
ゝ
け
れ
バ
即そ
く
せ
き席
の
事
を
し
る
し

其そ
の
よ餘
の
秘ひ
で
ん傳
ハ
第だ
い
二に

編へ
ん
に
く
わ
し
く
記し
る
す
」
と
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
あ
た
る
第
二
編
が
出
て
こ

な
い
の
で
あ
る
。
執
筆
予
定
だ
っ
た
も
の
の
何
ら
か
の
形
で
出
版
で
き
な
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
文
献
の
調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
稿
者
の
感
じ
た
こ
れ
ら
の
違
和
感
の
原
因
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
『
絵
具
彩
色
独
稽
古
』
は
稿
者
が
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
、
多
量
の
日
本
画
に
関
す
る
技

法
書
を
収
集
し
分
析
す
る
中
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
図
書
館
所
蔵
の
文
献
を
調
べ
て
い
く
過
程
で

見
い
だ
し
た
。
東
京
藝
術
大
学
本
の
書
誌
情
報
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
画
伝
幼
学
絵
具
彩
色
独
稽
古　

全
』　

板
本　

袋
綴
二
十
六
丁　

水
色
紙
表
紙　

布
目
型
押　

中

本
（
縦
十
八
・
八　

横
十
二
・
七
セ
ン
チ
（　

東
京
藝
術
大
学
大
学
図
書
館
蔵
（
元
東
京
藝
術
大
学
教

授
脇
本
十
九
郎
氏
旧
蔵
図
書
（

題　

簽　
「［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古　

全
」

見
返
し　
「
桓
斉
先
生
著
／
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
分
量
考
／
東
都　

文
刻
堂
蔵
版
」

内　

題　
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
（
彩
色
独
稽
古
は
入
木
（

引
札
広
告
＝
出
版
案
内　

江
戸
繁
昌
記
［
静
軒
先
生
著
］
初
編
／
江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
弐
篇
／

江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
参
編
［
近
日
出
版
］

奥　

書　

日
比
野
氏

備　

考　

見
返
し
、
序
文
、
凡
例
は
藍
刷
。
丁
付
は
、
口
ノ
一
（
序
文
（・
ナ
シ
（
凡
例
（・
口
ノ

二
～
口
ノ
五
・
六
・
三
～
二
十
・
ナ
シ
（
広
告
（。
東
京
藝
術
大
学
大
学
図
書
館
の
書
誌
情
報
に

は
二
十
丁
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
丁
付
の
混
乱
に
よ
る
も
の
で
、
実
際
は
二
十
六

丁
で
あ
る
。
十
九
ウ
に
礬
水
を
引
く
童
子
の
挿
画
あ
り
、
落
款
は
桃
二
画
。

著
者
の
桓
斎
と
凡
例
に
名
前
が
あ
る
鹿
田
孝
清
に
つ
い
て
は
、
桓
斎
が
江
戸
の
絵
師
で
、
鹿
田
孝

清
が
京
都
の
人
で
あ
る
こ
と
以
外
は
、
共
に
不
詳
。
鹿
田
孝
清
は
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
と
、
他
に
『
彩
色
童
喩
』
と
い
う
著
書
が
あ
る
。『
彩
色
童
喩
』
の
書
誌
情

報
は
次
の
通
り
。

『
彩
色
童
喩
』　

写
本　

袋
綴
二
十
丁　

深
緑
紙
表
紙　

半
紙
本
（
縦
二
十
四
・
〇　

横
十
五
・
九
セ

ン
チ
（　

国
立
国
会
図
書
館
蔵

題　

簽　

欠
（
左
肩
に
剝
落
痕
（

内　

題　

彩
色
童
喩

蔵
書
印　
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
朱
文
方
印
・「
大
正
三
・
一
一
・
五
購
求
」
朱
文
丸
印
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考　

挿
画
な
し
。

本
文
に
数
カ
所
藝
大
本
の
『
絵
具
彩
色
独
稽
古
』
と
記
述
に
些
少
の
違
い
が
あ
る
が
、ほ
ぼ
同
一
。

な
ぜ
内
題
が
『
彩
色
童
喩
』
と
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
絵
具
彩
色
独
稽
古
』
の
写
し

と
思
わ
れ
る
。

　

藝
大
本
の
題
簽
に
は
「［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
」
と
あ
り
、
見
返
し
に
は
「［
画
伝

／
幼
学
］
絵
具
分
量
考
」
と
あ
る
の
で
、「
絵
具
彩
色
独
稽
古
」
と
「
絵
具
分
量
考
」
で
日
本
古

典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
す
る
と
、
国
立
国
会
図
書
館
、
東
北
大
学
大
学
図
書
館
、

日
比
谷
図
書
館
（
日
比
谷
図
書
館
の
加
賀
文
庫
は
現
在
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
所
蔵
（、
西
尾
市
岩

瀬
文
庫
、
九
州
大
学
大
学
図
書
館
、
紙
の
博
物
館
、
富
山
市
立
中
央
図
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
も
の
は
、
昭
和
二
十
年
代
か

ら
所
在
が
不
明
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
は
書
誌
情
報
が
書
誌
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
に
公
開
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
引
用
し
た
。
そ
の
他
所
在
の

確
認
で
き
た
も
の
を
掲
載
順
に
列
挙
す
る
。

東
北
大
学
本

『
絵
具
分
量
考　

完
』　

板
本　

袋
綴
二
十
六
丁　

水
色
紙
表
紙　

布
目
型
押　

中
本
（
縦
十
八
・

七　

横
十
二
・
八
セ
ン
チ
（　

東
北
大
学
大
学
図
書
館
所
蔵
（
狩
野
亨
吉
氏
旧
蔵
図
書
（

題　

簽　

欠
（『
絵
具
分
量
考　

完
』
の
墨
書
あ
り
（

見
返
し　
「
桓
斉
先
生
著
／
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
分
量
考
／
東
都　

文
刻
堂
蔵
版
」

内　

題　
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
（「
彩
色
独
稽
古
」
は
入
木
（

引
札
広
告
＝
出
版
案
内　

江
戸
繁
昌
記
［
静
軒
先
生
著
］
初
編
／
江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
弐
篇
／

江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
参
編
［
近
日
出
版
］

備　

考　

見
返
し
、
序
文
、
凡
例
は
藍
刷
。
十
九
ウ
に
礬
水
を
引
く
童
子
の
挿
画
あ
り
、
落
款
は

桃
二
画
。
最
終
丁
ウ
に
「
愛
知
県
尾
張
国
名
古
屋
」
等
書
き
込
み
あ
り
。
狩
野
亨
吉
氏
に
よ
る
も

の
か
。

東
京
都
立
中
央
図
書
館
本

『
絵
具
分
量
考
』　

板
本　

袋
綴
二
十
六
丁　

水
色
紙
表
紙　

布
目
型
押　

中
本
（
縦
十
八
・
六　

横
十
二
・
五
セ
ン
チ
（　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
（
加
賀
豊
三
郎
氏
旧
蔵
図
書
（

題　

簽　
「
絵
具
分
量
考
」

見
返
し　
「
桓
斉
先
生
著
／
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
分
量
考
／
東
都　

文
刻
堂
蔵
版
」

内　

題　
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
（「
彩
色
独
稽
古
」
は
入
木
（

引
札
広
告
＝
出
版
案
内　

江
戸
繁
昌
記
［
静
軒
先
生
著
］
初
編
／
江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
弐
篇
／

江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
参
編
［
近
日
出
版
］

備　

考　

題
簽
の
「
絵
具
分
量
考
」
は
後
補
。
題
簽
の
周
囲
に
剥
落
痕
あ
り
。
見
返
し
、
序
文
、

凡
例
は
藍
刷
。
十
九
ウ
に
礬
水
を
引
く
童
子
の
挿
画
あ
り
、
落
款
は
桃
二
画
。

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
本

『
絵
具
分
量
考
』　

板
本　

袋
綴
二
十
六
丁　

水
色
紙
表
紙　

布
目
型
押　

中
本
（
縦
十
八
・
九　

横
十
二
・
八
セ
ン
チ
（　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

題　

簽　

欠
（
剝
落
痕
あ
り
（

見
返
し　
「
桓
斉
先
生
著
／
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
分
量
考
／
東
都　

文
刻
堂
蔵
版
」

内　

題　
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
（「
彩
色
独
稽
古
」
は
入
木
（

引
札
広
告
＝
出
版
案
内　

江
戸
繁
昌
記
［
静
軒
先
生
著
］
初
編
／
江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
弐
篇
／

江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
参
編
［
近
日
出
版
］

備　

考　

見
返
し
、
序
文
、
凡
例
は
藍
刷
。
十
四
ウ
に
礬
水
を
引
く
童
子
の
挿
画
あ
り
、
落
款
は

桃
二
画
。
最
終
丁
左
側
の
空
欄
に
銅
版
精
刻
（
青
刷
（
の
印
紙
紙
片
を
貼
付
（
四
隅
に
「
不
」「
許
」

「
翻
」「
刻
」、
右
左
に
「
版
権
免
許
」「
検
定
既
済
」、
版
面
寸
法
二
・
九
／
三
・
〇
（、
同
丁
裏
は
空
白
。

※
右
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
よ
る
公
開
情
報
だ
が
、
挿
画
は
十
四
ウ
で
は
な
く
、
十
九
ウ
か
。

九
州
大
学
本

『
画
伝
幼
学
絵
具
彩
色
独
稽
古　

全
』　

板
本　

袋
綴
二
十
六
丁　

水
色
紙
表
紙　

布
目
型
押　

中

本
（
縦
十
八
・
八　

横
十
二
・
七
セ
ン
チ
（　

九
州
大
学
大
学
図
書
館
蔵
（
相
見
香
雨
氏
旧
蔵
図
書
（

題　

簽　
「［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古　

全
」
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見
返
し　
「
桓
斉
先
生
著
／
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
分
量
考
／
東
都　

文
刻
堂
蔵
版
」

内　

題　
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
（「
彩
色
独
稽
古
」
は
入
木
（

引
札
広
告
＝
出
版
案
内　

江
戸
繁
昌
記
［
静
軒
先
生
著
］
初
編
／
江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
弐
篇
／

江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
参
編
［
近
日
出
版
］

備　

考　

見
返
し
、
序
文
、
凡
例
は
藍
刷
。
十
九
ウ
に
礬
水
を
引
く
童
子
の
挿
画
あ
り
、
落
款
は

桃
二
画
。

紙
の
博
物
館
本

『［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古　

全
』　

板
本　

袋
綴
二
十
五
丁　

水
色
紙
表
紙　

布
目
型

押　

中
本
（
縦
十
八
・
八　

横
十
二
・
六
セ
ン
チ
（　

紙
の
図
書
館
蔵

題　

簽　
「［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古　

全
」

見
返
し　
「
桓
斉
先
生
著
／
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
分
量
考
／
東
都　

文
刻
堂
蔵
版
」

内　

題　
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
（「
彩
色
独
稽
古
」
は
入
木
（

引
札
広
告
＝
出
版
案
内　

江
戸
繁
昌
記
［
静
軒
先
生
著
］
初
編
／
江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
弐
篇
／

江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
参
編
［
近
日
出
版
］

備　

考　

見
返
し
、
序
文
、
凡
例
は
藍
刷
。
紙
の
図
書
館
本
は
広
告
の
あ
る
丁
が
裏
表
紙
に
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
十
九
ウ
に
礬
水
を
引
く
童
子
の
挿
画
あ
り
、
落
款
は
桃
二
画
。

富
山
市
立
図
書
館
本

『
画
伝
幼
学
絵
具
彩
色
独
稽
古　

全
』　

板
本　

袋
綴
二
十
六
丁　

水
色
紙
表
紙　

布
目
型
押　

中

本
（
縦
十
八
・
七　

横
十
二
・
七
セ
ン
チ
（　

富
山
市
立
図
書
館
（
山
田
孝
雄
氏
旧
蔵
図
書
（

題　

簽　
「［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古　

全
」

見
返
し　
「
桓
斉
先
生
著
／
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
分
量
考
／
東
都　

文
刻
堂
蔵
版
」

内　

題　
［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
（「
彩
色
独
稽
古
」
は
入
木
（

引
札
広
告
＝
出
版
案
内　

江
戸
繁
昌
記
［
静
軒
先
生
著
］
初
編
／
江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
弐

篇
／
江
戸
繁
昌
記
［
同
上
］
参
編
［
近
日
出
版
］

備　

考　

見
返
し
、
序
文
、
凡
例
は
藍
刷
。
十
九
ウ
に
礬
水
を
引
く
童
子
の
挿
画
あ
り
、
落
款
は

桃
二
画
。
最
終
丁
ウ
に
書
き
込
み
あ
り
。
山
田
孝
雄
氏
に
よ
る
も
の
か
。

　

調
査
し
た
結
果
、題
簽
に
「
絵
具
彩
色
独
稽
古
」
と
「
絵
具
分
量
考
」
の
違
い
が
あ
っ
た
が
、「
絵

具
分
量
考
」
と
あ
る
も
の
は
い
ず
れ
も
題
簽
欠
に
よ
る
後
補
で
あ
っ
た
た
め
、「
絵
具
彩
色
独
稽

古
」
が
原
題
で
あ
ろ
う
。
見
返
し
に
あ
る
版
元
の
文
刻
堂
は
、
江
戸
通
本
町
三
丁
目
に
あ
っ
た
西

村
源
六
の
地
本
屋
か
（
井
上
隆
明
著
『
改
訂
増
補　

近
世
書
林
板
元
総
覧
』
青
喪
堂
書
店
、上
里
春
生
『
江

戸
書
籍
商
史
』
名
著
刊
行
会
（。
桓
齋
に
よ
る
序
文
に
天
保
五
年
と
あ
り
、
広
告
の
『
江
戸
繁
昌
記

　

弐
篇
』と
近
日
出
版
と
な
っ
て
い
る『
江
戸
繁
昌
記　

参
篇
』が
と
も
に
天
保
五
年
出
版
な
の
で
、

矛
盾
は
な
い
。『
江
戸
繁
昌
記
』
は
「
克
己
塾
蔵
板
」
で
著
者
の
寺
門
静
軒
の
私
塾
が
版
元
で
あ

る
が
、
文
刻
堂
と
の
関
連
性
は
不
明
。
丁
付
は
、
他
館
所
蔵
の
す
べ
て
の
冊
子
に
お
い
て
も
藝
大

本
と
同
一
の
混
乱
が
み
ら
れ
た
。
内
題
の
「［
画
伝
／
幼
学
］
絵
具
彩
色
独
稽
古
」
の
う
ち
、「
彩

色
独
稽
古
」
が
入
木
で
あ
る
こ
と
、
丁
付
の
混
乱
、
本
来
有
る
べ
き
刊
記
が
な
い
、
七
ウ
よ
り
前

と
八
オ
よ
り
後
で
本
文
の
文
字
の
太
さ
が
異
な
る
印
象
を
う
け
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
何
ら
か
の
改

変
が
加
わ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
序
文
の
ロ
ノ
一
（
一
丁
（
と
本
文
前

半
の
口
ノ
二
～
口
ノ
五
・
六
（
三
～
七
丁
（
が
桓
齋
著
『
絵
具
分
量
考
』
の
一
部
、
凡
例
（
二
丁
（

と
後
半
の
三
～
二
十
（
八
～
二
十
五
丁
（
ま
で
が
鹿
田
孝
清
著
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前

半
部
分
の
桓
齋
著
と
思
わ
れ
る
部
分
の
最
後
で
あ
る
六
（
七
丁
（
は
最
初
に
あ
げ
た
「
此
外
い
ろ

〳
〵
の
繪ゑ
の
ぐ具
彩さ
い
し
き色
方か
た

多お
ゝ
け
れ
バ
即そ
く
せ
き席
の
事
を
し
る
し
其そ
の
よ餘
の
秘ひ
で
ん傳
ハ
第だ
い

二に

編へ
ん
に
く
わ
し
く
記し
る
す
」

で
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
す
ぐ
に
、
礬
水
の
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
為
的
に
次
の
礬
水
の

割
合
を
記
し
た
鹿
田
孝
清
著
の
後
半
部
分
に
つ
な
が
る
よ
う
、
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、

本
文
開
始
の
ロ
ノ
二
（
三
丁
（
が
「
○
彩
色
繪ゑ
の
ぐ具

つ
か
ひ
や
う
の
秘ひ
で
ん傳

こ
ゝ
に
記し
る

す
」
で
は
じ
ま

り
、
丁
付
が
「
ロ
ノ
一
」
で
は
じ
ま
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
ろ
に
あ
る
六
（
七
丁
（

の
ほ
う
が
第
一
編
の
一
部
で
、
ロ
ノ
二
か
ら
ロ
ノ
五
（
三
～
六
丁
（
ま
で
が
先
ほ
ど
指
摘
し
た
と

こ
ろ
の
第
二
編
に
あ
た
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
鹿
田
孝
清
と
桓
齋
が
あ
た
か
も
共
著
と
な
る
よ
う

に
桓
齋
著
の
『
絵
具
分
量
考
』
の
内
題
に
入
木
を
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
、『
絵
具
彩
色
独
稽
古
』

な
の
だ
ろ
う
。
桓
齋
著
の
前
半
と
鹿
田
孝
清
著
の
後
半
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
形
で
出
版
さ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
は
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の『［
画
伝
／
幼
学
］絵
具
彩
色
独
稽
古
』

の
前
半
の
み
、
後
半
の
み
の
冊
子
を
ご
存
じ
の
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

（
そ
め
や
か
お
り
・
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
教
育
研
究
助
手
（

414.indb   107 15/02/09   15:35



美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

108

三
八

〔
付
記
〕

　

本
研
究
は
、
平
成
二
十
六
年
度　

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
C
「
経
験
と
感
性
の
継
承
―
技

法
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」（
研
究
代
表
者　

染
谷
香
理
（
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
翻
字
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
P
D
（
の
綱
川
歩
美

氏
に
お
願
い
し
た
。

〔
凡
例
〕

・
改
行
位
置
を
「
／
」
で
記
し
た
。

・
虫
損
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
は
「
■
」
で
記
し
た
。

・
丁
番
号
と
丁
付
は
、
（
丁
番
号
「
丁
付
」
（
の
順
で
付
し
た
。

画
傳
幼
学
繪
具
彩
色
獨
稽
古　

全

桓
斎
先
生
著
／
畫
傳
幼
学
繪
具
分
量
考
／
東
都　

文
刻
堂
蔵
版

そ
れ
書し
よ
ぐ
ハ畫

は
一い
つ
た
い體

の
要え
う

な
り
と
い
へ
ど
も
、
／
文も
ん
も
う
ぐ
ハ

盲
畫
を
見
て
事じ
せ
き蹟

を
知し

る
は
／
書し
よ

も
ま
た
及お
よ

ば
ざ
る
事
遠と
ふ

し
、
す
で
に
會あ
い
づ津

の
盲
め
く
ら
こ
よ
ミ

暦
、
畫ぐ
ハ

な
く
ハ
何な
に

を
冩う
つ

／
さ
む
や
、
そ
れ
は
童ど
う

蒙ま
う

の
玩
も
て
あ
そび

、

／
画ぐ
ハ
に
如し
く
も
の
な
か
る
べ
し
、
故ゆ
へ
に
師し

」（
一
オ
（

な
く
し
て
、
彩さ
い
し
き色
の
一
助ぢ
よ
と
も
な
れ
／
か
し
と
、
繪ゑ
の
ぐ具
の
製せ
い
さ
く作
を
普
あ
ま
ねく
／
輯あ
つ
め
、
小
し
や
う
さ
つ
冊
と
な
す
事

し
か
り

　

于
時
天
保
五
甲
午
春
／
垣
斎
老
人
誌

」（
一
ウ
（

　

凡
例

夫そ
れ
ゑ畫
に
礬ど
ふ
さ水
を
用
も
ち
ゆる
こ
と
、
普
あ
ま
ねく
和わ
か
ん漢
と
も
に
古ふ
る
く
用も
ち
ひ
来き
た
り
し
／
な
り
、
雖
し
か
り
と
い
へ
ど
も
い
ま
だ
そ
の
た
し

然
未
其

慥

か
な
る
發
お
こ
りも
き
か
ず
、
亦ま
た

分ぶ
ん
り
や
う
量
の
定
さ
だ
まり
も
な
か
／
り
し
に
何
れ
の
時と
き
よ
り
か
、
膠
に
か
ハ

十
匁
、
明
み
や
う
ば
ん礬

五
匁
を
以
て
煮に
る
、
是こ
れ
を
／
十
五
の
割わ
り
と
名
な
づ
けて
、
此こ
の

分ぶ
ん
り
や
う
量
に
て
事こ
と

足た

れ
り
、
然し
か
り
と
い
へ
ど
も
、

／
予
惟お
も
ふ
に
、
數
年
画
の
為た
め
に
た
め
し
見
る
に
、
紙
の
品
々
、
絹き
ぬ
の
／
地ぢ
あ
い合
に
よ
り
、
ま
た
金
銀

地ぢ

杉す
ぎ
と戸

の
類
た
ぐ
ひ、

大お
ほ

い
に
相さ
う
ゐ違

す
る
こ
と
／
あ
り
、
或
あ
る
ひハ

古こ
ぐ
わ画

を
模う
つ

す
に
必か
な

ら
ず
二
遍へ
ん

を
用
ゆ
、
又ま
た

水す
み
さ
い
し
き

墨
着
色
／
倶と
も
に
ど
う
さ
の
分
ぶ
ん
り
や
う
量
に
依よ
つ
て
光つ

や澤
あ
り
、
年ね
ん
ぢ
う中
寒か
ん

暑し
よ

風ふ
う

」（
二
オ
（

雨う

に
差し
や
べ
つ別
あ
り
、
是こ
れ

分ぶ
ん
り
や
う
量
を
辨
わ
き
まへ
ざ
る
時と
き
ハ
、
か
な
ら
ず
損そ
こ
な
ふ望
／
こ
と
あ
り
、
此こ
の
し
よ書
は
諸し
よ
に
ん人
の

需も
と
めに
應お
う
じ
て
初し
よ
し
ん
よ
う
が
く

心
幼
学
の
助
た
す
け

／
に
、
小せ
う
さ
つ冊
に
編
つ
ら
ね

諸し
よ
く
ん
し
あ
ら
た

君
子
改
め
是こ
れ
を
正た
ゞ
し
て
、
試
こ
こ
ろ
ミに
用
ひ
給
ハ
ヾ

／
是こ
れ
予
が
幸
さ
い
ハ
ひな
り

　

平
安　

鹿
田
孝
清
【
花
押
】

」（
二
ウ
（

画ぐ
わ

傳で
ん

幼
学が

く

繪ゑ
の
ぐ
さ
い
し
き
ひ
と
り
け
い
こ

具
彩
色
獨
稽
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
都
繪
師　

桓
斎
先
生
著

　

○
彩さ
い
し
き
ゑ
の
ぐ

色
繪
具
つ
か
ひ
や
う
の
秘ひ
で
ん傳
こ
ゝ
に
記し
る
す

○
胡ご
ふ
ん粉
ハ
ま
づ
か
く
す
り
に
よ
く
摺す
り
て
ぬ
る
ま
湯ゆ

を
少す
こ
し
入い
れ
こ
ね
て
能よ
く

々
／
と
ろ
り
と
し
て
う

す
膠
に
か
ハを
湯
に
ひ
た
し
薄う
す
く
と
き
少
し
つ
ゝ
入
て
筆ふ
で
の
／
あ
た
り
和や
ハ
ら
か
に
な
る
程ほ
ど
に
水ミ
づ
と
膠
に
か
ハを

等と
う
ぶ
ん分
に
加く
ハ
へ
遠と
ほ
び火
に
て
温
あ
た
ゝめ

」（
三
オ
「
ロ
ノ
二
」（

用も
ち

ゆ
な
り
何い
づ

れ
も
胡ご
ふ
ん粉

の
加く
ハ

へ
方か
た

と
似に

た
る
も
の
な
り
。

○
唐と
う
の
土つ
ち
ハ
水
に
膠
に
か
ハ

少せ
う
々
水
に
し
て
交ま
ぜ
つ
か
ふ
べ
し
こ
れ
ハ
胡ご
ふ
ん粉
に
／
類る
い

し
た
る
も
の
な
り

○
朱し
ゆ
ハ
少す
こ
し
か
く
す
り
に
し
て
薄
う
す
に
か
ハ
膠
を
少す
こ
し
交
て
と
ろ
り
と
と
き
て
／
少
々
火ひ

に
あ
た
ヽ
め
用
べ

し
但
し
丹た
ん

に
て
う
へ
ゑ
も
や
う
を
か

く
事
／
あ
り
よ
く
わ
か
る
な
り
。
╱
○
丹た
ん
ハ
水す
い
ひ干
し
て
用
ゆ
べ
し
但
水す
い
ひ干
な
し
に
用も
ち
ゆる
と
き
ハ
う
す
膠に
か
ハを
ま
ぜ
て

／
水
少
々
入
す
り
て
と
ろ
り
と
し
て
少
し
油
を

筆
の
さ
き
へ
／
付
て

も
ち
ゆ
／
是こ
れ
ひ秘
傳
也
。○
黄き

ハ
雌し
わ
う黄
也
墨す
み
の
ご
と
く
す
り
て
つ
か
ふ
な
り

」（
三
ウ
「
ロ
ノ
二
」（

○
せ
ウ
ヱ
ン
ジ
ハ
あ
つ
き
湯ゆ

へ
し
ぼ
り
出
し
て
美ミ
の
が
ミ
濃
紙
に
て
こ
し
滓か
す
を
取と
り
／
遠と
ほ
び火
に
て
あ
た
ヽ
め

よ
く
〳
〵
つ
め
て
用も
ち
ゆ
べ
し
○
作つ
く
り
黄わ
う
ど土
ハ
丹た
ん
と
／
雌し
わ
う黄
を
目め
ぶ
ん
り
や
う

分
量
に
入い
れ
薄う
す
く
し
て
胡ご
ふ
ん粉
を
少す
こ
し

い
れ
つ
か
ふ
べ
し
／
○
土つ
ち

黄わ
う
ど土
ハ
よ
く
つ
ぶ
し
膠
に
か
ハと
水ミ
づ
と
等と
う
ぶ
ん分
に
交ま
ぜ
て
つ
か
ふ
也
○
香こ
う

／
色い
ろ
ハ

弁べ
ん
が
ら柄
と
雌し
わ
う
と
う
ぶ
ん

黄
等
分
に
交ま
ぜ
て
つ
か
ふ
也
。
○
タ
イ
シ
ヤ
ハ
弁べ
ん
が
ら柄
へ
硯
す
ゞ
り

／
墨ず
ミ

入い
れ

目め
ぶ
ん
り
や
う

分
量
に
し
て
遣
ふ

べ
し
○
薄う
す
く
さ草
ハ
雌し
わ
う黄
、
藍あ
い

蝋ろ
う

ま
ぜ

て
／
つ
か
ふ
べ
し
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画
伝
幼
学　

絵
具
彩
色
独
稽
古
（
天
保
五
年
（

109

三
九

」（
四
オ
「
ロ
ノ
三
」（

○
奈な

ら良
緑ろ

く
せ
う青

ハ
水ミ

づ
す
こ少

し
入
火ひ

に
て
あ
た
ゝ
め
よ
く
練ね

り

て
水ミ

づ

を
く
わ
へ
／
と
ろ
り
と
解と

い

て
膠

に
か
ハ

少せ
う
〳
〵々

ヅ
ヽ
交ま

ぜ

油あ
ぶ
らを

少す
こ

し
加く

ハ

へ
遣つ

か

ふ
べ
し
○
白び

や
く
ろ
く六
こ
れ
ハ
／
よ
く
摺す
り

／
水ミ
づ

膠に
か
ハ

少せ
う
〳
〵々

ま
ぜ
是こ
れ

ハ
／
緑ろ
く
せ
う青
う
す
き
色い
ろ

な
り
○
肉に

く

色い
ろ

ハ
弁べ

ん
が
ら柄

の
上う

ハ

水み
づ

へ

胡ご
ふ
ん粉

を
少す

こ

し
加く

ハ

摺す
り

入い
れ

用
ゆ
／
○
ま
た
丹た

ん

の
上

う
ハ
ミ
づ

水
に
て
も
用
る
こ
と
あ
り
○
浅あ

さ
ぎ黄

ハ
胡ご

ふ
ん粉

に
藍あ

い
ろ
う蝋

を
／
加く

ハ

へ
用
ゆ
る
○
紫む

ら
さ
きハ
ヱ
ン
ジ
を
か
く
摺す

り

に
て
藍あ

い

蝋ろ
う

を
加く

ハ

へ
膠に

か
ハ
を
／
少せ

う

々
加く

ハ

へ
用
へ
し
○
紺こ

ん

ハ
藍あ

い

蝋ろ
う

へ
胡ご

ふ
ん粉
を
少せ

う
〳
〵々

入い
れ

膠に
か
ハを
交ま

ぜ

つ
か
ふ
べ
し

」（
四
ウ
「
ロ
ノ
三
」（

○
柿か
き

色い
ろ

ハ
弁べ
ん
が
ら柄

へ
膠
に
か
ハを

交ま
ぜ

遣つ
か

ふ
べ
し
○
ヱ
ン
ジ
ノ
グ
○
白び
や
く
ろ
く六

○
黄わ
う
ど土

グ
／
○
セ
ウ
ヱ
ン
ジ
ノ
グ

○
肉に
く

色い
ろ

い
づ
れ
も
胡ご
ふ
ん粉

を
加か
げ
ん減

し
て
用
も
ち
ゆる

也
○
花は
な

紺こ
ん

／
青ぜ
う

ハ
水ミ
づ

ひ
た
〳
〵
に
入い

レ
後の
ち

に
う
す
膠
に
か
ハ

と
ろ
り
と
し
て
少す
こ

し
入い
れ

火ひ

に
あ
た
ゝ
め
／
用
ゆ
べ
し
但
に
か
ハ
上
へ
／

う
く
も
の
な
り

○
岩い
わ

緑ろ
く
せ
う青
の
製せ
い
ほ
う法
紺こ
ん
ぜ
う青
と

同ど
う
ぜ
ん前
也
こ
れ
ハ
／
油
あ
ぶ
らを
少
々
加く
ハ
へ
れ
バ
上う
へ
へ
模も
や
う様
が
書か
け
る
秘ひ
で
ん伝
也
○
墨す
ミ
ハ
か
る
め
と
い
ふ
墨
／

を
よ
く
す
り
膠
に
か
ハと

水
を
入い
れ
も
ち用

ゆ
但
上
へ
硯
す
ゞ
り
墨すミ
に
て
も
や
う
を
／

か
く
と
き
よ
く
わ
か
る
も
の
な
り
○
金き
ん
の
遣つ
か
ひ

」（
五
オ
「
ロ
ノ
四
」（

や
う
箔は
く

を
と
き
水ミ
づ

を
加く
ハ

へ
膠
に
か
ハを

入
べ
し
○
銀ぎ
ん

も
同
前
な
り
○
下げ

の
／
金
銀
ハ
青あ
お

の
壱
印
下
弐
印
中
╱

三
印
上
銀ぎ
ん

泥で
い

粉

何い
づ
れ
も
水
膠に
か
ハに
て
つ
か
ふ
べ
し
。

　

○
水ミ
づ
ゑ
の
ぐ

繪
具
の
製せ
い
ほ
う法
こ
れ
ハ
下
の
字
の
墨す
ミ
が
き書
の
き
え
ぬ

／
や
う
に
つ
か
ふ
ゑ
の
ぐ
な
り

○
赤あ
か

ハ
セ
ウ
／

ヱ
ン
ジ
○
紅べ
に

○
朱し
ゆ

ハ
上
水
に
て
も
よ
く
○
藍あ
い

ハ
紙か
ミ

の
あ
い
／
を
も
ち
ゆ
○
草く
さ

ハ
あ
い
紙
の
水

と
雌し
わ
う黄
地
／

等と
う
ぶ
ん分
に
ま
ぜ
て

つ
か
ふ
べ
し

○
黄き

ハ
雌し

わ
う黄
を
す
り
て

／
つ
か
ふ
な
り
／
○
紫
む
ら
さ
きハ
あ
い
紙
と
／
紅

を
ま
せ
る
也

○
又
紫
水
を
も
用
ゆ
○
又
地づ
く
ち口

行あ
ん
ど
ん燈

な

ど
に
用
ハ

」（
五
ウ
「
ロ
ノ
四
」（

○
赤あ
か
ハ
せ
ん
じ
／

す
わ
り

○
黄き

ハ
ス
ミ
を
せ
ん
じ

／
用
る
な
り

○
金
の
か
ハ
り
ハ
生き

ろ
う
を
火
に
て
と
か
し
／
油あ
ぶ
ら

を
少
々
入
火
の
そ
ば

／
に
て
遣つ
か

ふ
也
先さ
き

へ
蝋ろ
う

に
て
も
や
う
を
か
き
／
上
に

繪ゑ
の
ぐ具
を
ね
れ
バ
よ
く

は
ぢ
き
て
わ
か
る
也
○
其そ
の
ほ
か外
ハ
丹
・
弁べ
ん
が
ら柄
・
朱し
ゆ
・
い
づ
れ
も
／
上う
ハ
ミ
づ水
を
つ
か
ふ
也
○
緑ろ
く
せ
う青
右み
ぎ
の
ご
と

く
す
り
水
を
入
れ
膠
に
か
ハを
少
々
入
藍あ
い
を
水
に
て
し
ぼ
り
出
し
ま
ぜ
上
水
を
つ
か
ふ
こ
れ
ハ
／
草

い
ろ
な
り

　

○
達だ
る
磨
そ
の
外
人
形
の
彩さ
い
し
き
ゑ
の
ぐ

色
繪
具

○
赤あ
か
ハ
下
に
胡ご
ふ
ん粉
を
水
と
膠に
か
ハ

と
等と
う
ぶ
ん分
に
い
れ
て
ね
る
べ
し
そ
の
上
へ
長
吉
／
丹

へ
上
す
き
に
か
ハ
を
つ
よ
く
い
れ
て
ね
り
そ
の
上
へ
せ
ん
じ
す
わ
う
を

」（
六
オ
「
ロ
ノ
五
」（

ひ
く
／

な
り

○
小
人
形
ハ
丹た
ん
へ
膠
に
か
ハを
つ
よ
く
し
て
上
に
朱し
ゆ
を
こ
れ
も
に
か
ハ
を
／

多
く
加
へ
る
な
り

／
ね
り
又
其そ
の
う
へ
に
三
千

本ぼ
ん

膠に
か
ハを
と
ろ
り
と
し
て
引ひ
く
こ
れ
ハ
つ
や
を

／
出
す
た
め
也
○
緑ろ
く
せ
う青
ハ
／
膠に
か
ハ
を
少す
こ
し
／

い
れ
る
也

○
墨
胡ご
ふ
ん粉
同
○
紺こ
ん
ハ
あ
い
ろ
う
に

膠
を
ま
ぜ
用
ゆ
る
／
な
り
そ
の
外ほ
か

ハ
右ミ
ぎ

に
記し
る

す
処
と
こ
ろと

用
ひ
方
同
断
な
り
○
墨す
ミ

ハ
／
膠
に
か
ハを

と
か
し

硯す
ゞ
り

墨す
ミ

を
ま
ぜ
茶ち
や
わ
ん碗

に
て
火
に
か
け
煮に

詰つ
め

て
／
つ
か
ふ
な
り
是こ
れ

を
煮に

ぐ
る
ミ
と
い
ふ
漆
う
る
しの

ご
と
く

つ
や
出い
づ

る
な
り

」（
六
ウ
「
ロ
ノ
五
」（

此
外
い
ろ
〳
〵
の
繪ゑ
の
ぐ具

彩さ
い
し
き色

方か
た

多お
ゝ

け
れ
バ
即そ
く
せ
き席

の
事
を
し
る
し
／
其そ
の
よ餘

の
秘ひ
で
ん傳

ハ
第だ
い

二に
へ
ん編

に
く

わ
し
く
記し
る

す
。

　

○
礬ど
う
さ水

を
煮に
る

製せ
い
ほ
う法
ど
う
さ
ハ
繪ゑ
さ
い
し
き

彩
色
の
秘ひ
で
ん傳
な

り
／
よ
く
こ
ゝ
ろ
え
べ
し

先ま
づ
に
か
ハ

膠
を
水ミ
つ

に
ひ
や
し
能よ

く
洗
あ
ろ
う

事こ
と

を
第だ
い

一
と
す
／
仮た
と
へ令

ハ
赤あ
か

鍋な
べ

に
水ミ
づ

を
入い
れ

湯ゆ

す
こ
し
温
ぬ
る
ミし

所
と
こ
ろへ

膠
に
か
ハ

を
／
入
能
々
煮に

る
な
り
。
件
く
た
んの

膠
に
か
ハも

よ
く
と
け
湯
の
弗
に
へ
た
つる

」（
七
オ
「
六
」（

所と
こ
ろ
明ミ
う
ば
ん礬
を
細さ
い
ま
つ末
に
し
て
入
能
く
か
き
廻ま
ハ
し
／
た
と
へ
ハ
煙た
ば
こ草
二
三
ぶ
く
も
呑の
む
ほ
と程
の
内う
ち
明
ば
ん
／

煮に
る
も
の
な
り
夫そ
れ
よ
り
能
さ
ま
し
て
引ひ
き
も
ち用
ゆ
へ
し

但た
ゞ
し

湯ゆ

の
余あ
ま

り
に
ゐ
る
所
へ
膠に
か
ハ

を
入
る
時
ハ
か
な
ら
ず
／
に
か
わ
な
べ
の
底そ
こ

に
焼や
き
つ
き付
て
分ぶ
ん
り
や
う量
よ
ろ
し
／
か
ら
ず
故ゆ
へ

に
よ

く
こ
ゝ
ろ
へ
て
に
る
べ
し
／
○
又
夏な
つ

ハ
い
か
に
も
さ
ま
し
て
の
ち
引
べ
し
／
冬ふ
ゆ

ハ
す
こ
し
ぬ
る
ミ
し
を
用
ゆ
べ
し
是こ
れ

要か
ん

／
用

な
り

」（
七
ウ
「
六
」（

　

○
膠に
か
ハに
二に
ひ
ん品
あ
り
晒さらし
に
か
わ
／

珍すき
に
か
わ

　

△
明ミ
う
ば
ん礬

ニ
二に
ひ
ん品

あ
り
生き
明ミう
ば
ん
／

焼やき
明ミう
ば
ん

○
△
二ふ
た
し
な
か
ミ

品
紙
の
品し
な
〳
〵々

に
よ
り
、
晒
さ
ら
しを

用も
ち

ゆ
、
又ま
た

珍す
き

と
当と
う
ぶ
ん分

／
も
あ
り
、
ま
た
焼や
き

明ミ
う
ば
ん礬

と
生き

明み
う

ば
ん

を
、
四
分
六
分
に
／
加く
わ

ふ
る
も
あ
り
或
あ
る
ひハ

四し
き

季
ね
ん
ち
うの
分
ぶ
ん
り
う
あ
う量

昼ち
う
や夜

晴せ
い
う雨

て
ん
き
あ
めの
／
差し
や
べ
つ別

か
け
ん

あ
り
く
わ
し
き
ハ

下し
もに

す
へ

巨こ
さ
い細
に
し
る
す
。

」（
八
オ
「
三
」（

　

○
晒
さ
ら
し

膠
に
か
ハ
廣ひ
ろ
は巾ゞ
に
か
わ
と
い
ふ
／

又
極ご
く

さ
ら
し
と
も
い
ふ
○
玲す
き

膠
に
か
わ
千
本
に
か
わ

と
も
い
ふ

　

△
生き

明ミ
う
ば
ん礬
つ
ね
の
明
ば

ん
／
を
い
ふ
△
焼や
き

明ミ
う
ば
ん礬
火
に
か
け
焼
た

る
／
を
い
ふ

焼や
き
ミ
う
ば
ん
ハ
生き

ミ
う
ば
ん
よ
り
ハ
、
あ
く
な
き
ゆ
へ
に
功か
う
の
ふ
薄う
す
し
／
ま
つ
此
、
二
し
な
に
て

こ
と
足
る
ゆ
へ
に
は
あ
ら
ま
し
を
し
る
す

但た
ゞ
し

唐
の
阿あ
き
や
う膠
ハ
分ぶ
ん
り
や
う量
知
れ
か
た
き
故ゆ
へ

に
唐と
う

の
品
／
ハ
用
ゆ
る
こ
と
な
か
れ
都す
へ

て
礬ど
う
さ水
に
ハ
我
く
に
の
／
廣
さ
ら
し
を
上

品
と
す
○
我
国
明ミ
う
ば
ん礬
の
始
め
ハ
四
十
二
代
文
武
天
皇
二
年
戊
戌
六
月
を
江
／
国
よ
り
初
て
こ
れ
を
奉
る
。
文
政
十
三
寅
ま

で
／
一
千
百
三
十

三
年
に
な
る
也

」（
八
ウ
「
三
」（
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○
分ぶ
ん
り
や
う量
水ミ
づ
一
升せ
う
の
割わ
り
○
印
膠
／
△

印
明
ば
ん

末す
え

皆み
な

見み
あ
ワ
セ合
知
る
べ
し

金き
ん
ぢ地

屏び
や
う
ぶ風

襖ふ
す
まの

類る
い
一
編へ
ん
お
し押
○
又
ハ
一
編
／
箔は
く

と
も
い
ふ

通
例
也
さ
ら
し
○
壱
匁
／
焼
△
五
分

金
地
同　
二
編
押
／
三
編
押
分
量
同
し
さ

ら
し
○
壱
匁
二
分
／
焼
△
五
分

金
地
同　
絹き
ぬ
は
り張
の
上
或あ
る
ひ

ハ
布
も
芭は
セ
う
ふ

蕉
布
の
／
類
に
画ゑ

ハ

箔は
く
お
さ
え押
に
て
た
る
也
さ
ら
し
○
八
分
／
や
き
△
四
分

金
地
桐き
り
い
た板

の
上う
へ

に
押　
さ
ら
し
○
六
分

／
や
き
△
三
分

金
地
堅か
た
き木

の
上
に
押　
さ
ら
し
○
九
分

／
や
き
△
五
分

」（
九
オ
「
四
」（

金
地
屏
風
襖ふ
す
まの

類
さ
び
押
へ
油あ
ぶ
ら

ぬ
き
／
と
も
い
ふ　

さ
ら

し
○
八
分
／
や
き
△
四
分

　
但
鳥と
り

の
子
か
ミ
其
外
薄う
す
よ
う葉
等と
う

に
金
箔は
く

を
押
す
上
に
／
引
時

ハ
ど
ふ
さ
の
分ふ
ん
り
や
う量
さ
び
押
へ
と
同
じ
○
八
分
△
四
分
也

○
無む
じ
き
ん

地
金
に
礬ど
ふ
さ水

を
引ひ
く

こ
と
俗ぞ
く

に
錆さ
び
お
さ押

へ
と
い
ふ
是
ハ
／
屏び
や
う
ぶ風

に
画ゑ

も
な
く
用
ゆ
る
に
押お
し

箔は
く

の
侭ま
ゝ

な
れ
は
／
箔は
く

の
合
あ
わ
セめ

或
あ
る
ひハ

繕
つ
く
ろひ

の
所
と
こ
ろ
／
＼々

箔は
く

お
ち
つ
か
ぬ
／
故ゆ
へ

に
薄う
す

く
礬ど
う
さ水

を
引ひ
く

こ
と
を
錆さ
び

押
へ

と
ハ
い
ふ
な
り
。

」（
九
ウ
「
四
」（

○
按
あ
ん
す
るに

我わ
か　

朝て
う

の
昔
む
か
し

屏び
や
う
ぶ風

の
發お
こ

り
四
十
代　

天て
ん
む武

／
三
十
五
代　

舒
明
帝
第
三
皇
子
／

天
智
帝
ノ
御
弟
号
浄
見
原
天
皇

皇く
わ
う
て
い

帝
の
御ぎ
よ
う宇

朱

鳥
／
元
丙ひ
の
へ
い
ぬ戌
大
唐
武
后
朝
重
拱
／
二
、

中
宗
嗣
聖
三
ニ
当
ル

年と
し

の
春は
る

新し
ん
ら羅

国こ
く

よ
り
／
始
は
じ
めて

こ
れ
を
貢
ミ
つ
き

是
屏び
や
う
ぶ風

の
始
は
じ
めめ

な
る

也
礼
記き

に
／
天
子
斧ふ

／
扆い

を
負お
う

て
／
立
と
ハ
是
也
件く
だ
んの

屏び
や
う
ぶ風

に
画ゑ

様よ
う

あ
り
し
説せ
つ

種く
さ
〳
〵々

有
と
／
雖い
へ

も
慥た
し

か
な
る
説せ
つ

も
な
く
忘ぼ
う
せ
つ説

な
り
既す
で

に
し
て

」（
十
オ
「
五
」（

光く
わ
う
ミ
う
く
わ
う
こ
う

明
皇
后
第
四
十
五
代
聖
武
帝
／

御
后
淡
海
公
第
二
女

天て
ん
ひ
や
う
し
や
う
ほ
う
ね
ん

平
勝
寶
年
中
に
／
法ほ
つ
け
め
つ
ざ
い
じ

華
滅
罪
寺
南
╱

都

の
御こ
し
よ所
よ
り
東
大
寺

大
／

佛

御
参さ
ん

／
詣け
い

の
時と
き

、
其
間
十
八
町
余よ

左
右
往わ
う
ら
い来

の
路ろ

じ次
を
鴨か
も

／
の
毛け

の
屏び
や
う
ぶ風

を
以
て
是
を
塞ふ
さ

く

と
か
や
是
大
唐
よ
／
り
渡
り
し
／
屏
風
今
に
東
大
寺
の
什
寶
世
に
知
所
也
。
按
に
是
必
／
天
武
帝
の
御
時
渡
り
し
屏
風
な

ら
ん
か
○
法
華
滅
罪
／
寺
ハ
尼
の
国
分
寺
ニ
し
て
淡
海
公
の
旧
宅
光
明
皇
后
／
の
御
建
立
南
都
十
五
大
寺
の
内
御

宗
旨

律
宗

」（
十
ウ
「
五
」（

左
尼
御
／

所
な
り

其そ
の
の
ち後
に
至い
た
り
て
金
屏び
や
う
ぶ風
あ
れ
と
も
繪ゑ

／
も
な
く
無む
じ
き
ん

地
金
と
見
へ
た
り
。
何い
つ
れ
の
時じ
だ
い代
よ

り
／
繪ゑ

を
か
き
用
へ
し
こ
と
に
や
そ
の
世よ

に
無
地
金
の
屛
び
や
う

／
風ぶ

を
賎い
や
し
む
る
と
雖
い
へ
とも
昔
む
か
しハ
貴き
し
ん人

の
家
ニ
も
稀ま
れ

な
る
／
こ
と
也
公
事
根こ
ん
け
ん元
ニ
曰
正
月
一
日
四
方
拝
に
清せ
い
り
う
て
ん

涼
殿
の
／
東
階
の
ま
へ
砌
の
外
ニ
御

屏
風
を
立
め
く
ら
し
其
／
中
に
御
座
を
設
け
給
ふ
／
御
事
あ
り
傳
是
ニ
略
す
今
世よ

の

俗ぞ
く
人
無む
し
き
ん
地
金
を
麁そ

」（
十
一
オ
「
六
」（

略り
や
くに

し
て
彩さ
い
し
き
く
も
は
く
す
な
こ
て
い
ひ
き
と
う

色
雲
箔
砂
子
泥
引
等
を
上
品
と
／
と
す
是
其そ
の

故
実
を
し
ら
ざ
る
か
故
な
り
。

銀
屏
風
吉き
つ
き
う凶

共
晴は
れ

に
用
る
作
法
あ
り
婚
礼
に
ハ
／
惣
銀
に
し
て　

／
胡
粉
を
以
て
鶴
亀
松
竹
梅
等
を
画
く
な
り
。

葬
／
式
ニ
ハ
蓮
池
を
画
く
也
梅
婚
式
に
梅
を
画
く
ハ
非
也　

／
大
礼
式
に
も

鶴
亀
松
竹
の
傳
あ
れ
と
も
梅
の
傳
／

曽
て
な
き
事
な
り
。
餘
ハ
是
に
略
す
。

金
銀
屏び
や
う
ぶ風

支
那
の
傳
ハ
是
ニ
略
ス

」（
十
一
ウ
「
六
」（

扨さ
て
さ
ひ
お
さ
へ

錆
押
ハ
繕
つ
く
ろへ

■ぶ
り

ま
た
ら
に
な
り
て
箔は
く

う
き
て
見
み
く
る
し
き

苦
を
止
る
／
計
は
か
りに

引ひ
く

事
也
。
金
銀
地
に
礬ど
う
さ水

を
す
る
ハ
繪ゑ

の
為
な
り
。
先
／
金き
ん
は
く箔
を
押
に
下し
た
ち地
に
雌し
か
う黄
を
塗ぬ

り
其
上
に
粘の
り
を
し
て
押
也
。
／

粘の
り

と
い
ふ
ハ
に
か
わ
と
ふ
の
り
を

／
合
て
ぬ
り
附
る
を
い
ふ
な
り

又
箔は
く
を
轉
う
つ
すに
む
き
く
る
の
を
／
麻あ
さ
の
切
に
地
之
箔は
く
の
合あ
い

紙か
ミ
を
な
そ
り

夫
よ
り
箔は
く

を
轉
す
な
り

」（
十
二
オ
「
七
」（

そ
れ
ゆ
へ
油
あ
ふ
らの

気き

水
に
依よ
つ

て
墨す
ミ

を
は
し
く
為
に
ど
ふ
さ
／
引
用
る
な
り
。

金
銀
地
に
水
墨
を
画
に
習な

ら

ひ
口く

て
ん傳

あ
り
画
法
ハ
／
こ
ゝ
に
略
す
○
又
金
銀
の
襖
等
ハ
俄
に
画
か
く
時
ハ
／
ど
ふ
さ
を
引
て

ハ
わ
つ
ら
ハ
し
き
ゆ
へ
に
、
か
わ
ら
け
を
細さ
い
ま
つ末
に
し
て
襖ふ
す
ま

に
ふ
り
か
け
羽は

は
う
き
に
て
よ
く
／
や
わ
ら
か
に
掃は
き

な
ら
す

也
。
○
そ
れ
日
光
ろ
う
石
に
て
も
同
し
只
油
気
を
と
り
と
ふ
さ
の
代
に
な
る

ゆ
へ
也
。
○
ま
た
金
銀
地
紙
の
類
に
右
二
品
の
細
末
ニ
て
／
こ
と
た
る
な
り
。

」（
十
二
ウ
「
七
」（

　
　
○
婚こん
し
き式

の
屏
風
に
箔は
く

の
合あ
ハ
せ

め
左
右
皆
口く
で
ん傳

あ
り
／
是
ハ
本
朝
画く
わ

名め
う
け家
一
覧ら
ん

の
巻
に
し
る
す

銀ぎ
ん
ぢ地

屏び
や
う
ぶ風

襖ふ
す
まの

類
箔
の
押
よ
ふ
ハ
金
と
同
し
／
但
し
下
地
な
し
白

紙
ニ
行
也　

さ
ら
し
○
壱
匁
八
分
／
生
△
壱
匁

銀
地　
絹き
ぬ

張
の
上
、
又
ハ
布ぬ
の

の
類
に
一
編へ
ん

二
へ
ん
／
箔
に

も
分ふ
ん

量
同
し　

さ
ら
し
○
弐
匁
／
生　

△
壱
匁

銀
地
桐
板
之
類　
さ
ら
し
○
八
分

／
や
き
△
四
分

銀
地
堅か
た
き木
之
類　
す
き
○
壱
匁
二

分
／
生
△
六
分

銀
地
さ
ひ
を
さ
へ　
さ
ら
し
○
壱
匁

／
焼
△
五
分

」（
十
三
オ
「
八
」（

絹き
ぬ
じ地　
水
上
ニ
同
し　

さ
ら
し
○
弐

匁
五
分
／
や
き
△
壱
匁
二
分

但
加
賀
絹き
ぬ

の
る
い
地
合
う
す
き
品
に
ハ
○
弐
匁
△
壱
匁
に
て
／
よ
ろ
し
、
ま
た
画
柄か
ら

に
よ
り
て
○
さ
ら
し
玲
す
き（
マ
マ
（と
当
分
に

く
わ
へ
て
／
用
る
こ
と
も
あ
り
能
々
心
得
べ
し
。
／
絹
地
へ
ど
ふ
さ
の
引
よ
ふ
、
先
は
け
に
た
く
さ
ん
ふ
く
ま
ぬ
／
よ
ふ

に
し
て
角す
ミ

の
方
よ
り
縁へ
り

二
三
分
を
除の
そ

き
は
け
目
の
／
出
来
ぬ
よ
ふ
に
引
べ
し
と
角
絹
ハ
引
の
こ
り
は
け
め
／
て
き

勝
な
り
引
仕し
ま
い舞
の
後
枠ハ
く

の
横よ
こ

木
を
入
そ
れ
／
よ
り
枠ハ
く

の
ふ
ち
を
ト
ン
〳
〵
と
打
べ
し
、
其
外
絹
の
は
り
様
絹
に
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画
伝
幼
学　

絵
具
彩
色
独
稽
古
（
天
保
五
年
（

111

四
一

」（
十
三
ウ
「
八
」（

／
明
ば
ん
の
光ひ
か

り
の
な

き
法
／
習な
ら

ひ
口
傳
あ
り
。

唐と
う
も
め
ん

木
綿
、
芭ば
せ
う
ふ
蕉
布
、
葛く
す
ふ布
の
類
近
年
／
か

ん
石
／

ど
ふ
し
　
す
き
○
八
匁
五

分
／
生
△
五
匁

但
近き
ん
せ
い世
種し
ゆ
〳
〵々

の
風ふ
う
り
う流
妙つ
き

て
棚た
な

戸と
ふ
く
ろ袋
の
類
を
竹
の
／
皮か
わ

な
と
に
て
張
其
品
に
よ
り
て
二
へ
ん
と
ふ
さ
用
る
／　
　

按
あ
ん
す
る

に
袋ふ
く
ろ

戸と

の
名
を
棚た
な

の
戸
の
名
を
相そ
う
い違
あ
り
俗ぞ
く

に
／
床と
こ

わ
き
の
袋ふ
く
ろ

戸と

と
い
ふ
ハ
是
た
る
の
戸
な
り
／
袋
戸
と
い
う
は
、
ど
う
ふ
さ

の
ふ
す
ま
の
こ
と
也
こ
れ

こ
ゝ
ろ
い
べ
き
こ
と
也
。

」（
十
四
オ
「
九
」（

唐と
う
し紙
う
ら
／

う
ち
　
す
き
さ
ら
し
○
十
匁
六
分

／
生
や
き
△
五
匁
五
分

ふ
く
さ
唐と
う
し紙
一
名
す
こ
ふ
し
と

も
／
い
ふ
俗
語
也　
さ
ら
し
○
十
一
匁
／

や
き
△
六
匁
五
分

○
唐
紙
ハ
大だ
い
と
う
し

唐
紙
と
い
ふ
南な
ん
き
ん京
よ
り
渡
る
又
藤
紙
／
と
も
書
て
本
名
亀
邊
紙
と
い
ふ
○
紙
の
五
二
尺
二
寸
／
よ
り
三
寸
迄

○
横
四
尺
五
寸
よ
り
八
寸
ま
て
枚
二
百
枚
を
一
／
本
と
い
ふ
一
固
に
五
本
八
十
枚
也
○
大
唐
紙
の
切
口
に
／
印
あ
り
上
品

ハ
俗
通　

中
品
ハ
隆
茂
森
達
丸
／
昇
へ
下
品
ハ
廣
大
そ
の
外
亢
髙
、
上
達
、
帳
、
伯
、
／
義
上
、
議

光
等
の
品
あ
り
、
寸
法
立
一
尺
九
寸
よ
り
二
尺
／
迄
、
横
四
尺
五
寸
也
、
尤
か
ね
ざ
し
其
外
上
ニ
同
し」（

十
四
ウ
「
九
」（

○
屏
風
ニ
ふ
す
ま
を
張は
り

に
。
う
ら
打
唐
紙
ど
ふ
さ
の
、
し
め
／
り
に
て
張
こ
と
を
禁き
ん

す
か
な
ら
ず
礬
水
き
か
す
／
と
ふ
さ

能
々
か
わ
か
し
て
後
ハ
張
べ
し
／
○
裏う
ら

打
唐と
う
し紙
と
ふ
さ
な
し
に
張
こ
と
な
り
跡
に
て
／
ど
ふ
さ
引
時
ハ
画
の
た
め
に
ハ
／

大
に
わ
ろ
し

白は
く
し紙
う
ら
／

う
ち
　
さ
ら
し
○
九
匁
／
焼

生
合
△
五
匁
五
分

都
て
裏
打
の
も
の
ハ
裏
よ
り
引
へ
し
跡あ

と

に
て
面
を
な
そ
／
る
へ
し
礬と

ふ
さ水
へ
元
繪
の
違
を
霞
暈
の

分
る
為
に
引
も
の
ニ

」（
十
五
オ
「
十
」（

或あ
る
ひハ

彩さ
い
し
き
ゑ

丹
繪
の
倶
を
た
も
つ
を
専
ら
と
し
。
又
墨
龍
等
に
ハ
ど
ふ
さ
裏
打
紙
に
て
能よ

く
染し

ミ

こ
み
し
よ
ふ
に
引
か
さ
れ
ハ
暈く
ま

重か
さ
なる
に
徒
て
損
あ
り
画
の
要か
ん
用
な
す
也
。

○
白
紙
ハ
唐
士
に
て
扇
料
に
用
る
よ
し
書
名
い
ま
た
／
詳
な
ら
す
又
印
あ
り
も
同
興
同
昇

ハ
立
二
尺
／
横
三
尺
五
寸
数
一
本
と
い
ふ
ハ
八
千
枚
一
ケ
三
十
本
／
二
千
四
百
枚
な
り
。

更
紗
唐
紙　
画
を
書
く
紙
ニ
あ
ら

す
／
下
ら
れ
に
同
じ　
さ
ら
し
○
九
匁
五
分

／
や
き
△
五
匁
五
分

」（
十
五
ウ
「
十
」（

緑ろ
く
せ
う青
唐
紙　
さ
ら
し
○
〃

／
焼
△
〃

綸り
ん
す子
唐
紙　
さ
ら
し
○
〃

／
焼
△
〃

紅し
ゆ

彩
べ
に

唐
紙　
さ
ら
し
○
〃

／
焼
△
〃

近
来
京
大
坂
に
て
、
し
け
唐
紙
を
製
す
渡
る
も
の
／
に
ハ

あ
ら
す
、
又
と
ふ
さ
引
こ
と
有
り
○
七
匁
五
分
△
三
匁
也

竹
紙　
う
ら
／

う
ち
　
さ
ら
し
○
七
匁
／

焼
△
三
匁
五
分

　
竹
紙
立
八
寸
一
分
、
横よ
こ

二
尺
五
寸
五
分
一
帖

ハ
／
八
十
枚
一
固
を
四
十
八
帖
入
也
と
ぞ

」（
十
六
オ
「
十
一
」（

画く
わ
せ
ん
し

牋
紙　
う
ら

打
　
す
き
○
十
匁
八
分

／
生
△
五
匁
四
分

詩し
せ
ん箋　
俗ぞ
く

に
書し
よ
か
ん
し

簡
紙
詩し

の
贈そ
う
と
ふ答
に

／
用
ゆ
近
来
和
製
も
あ
り　
さ
ら
し
○
八
匁
四
分

／
焼
△
四
匁
二
分

仙せ
ん
れ
ん連

紙　
又
千せ
ん

蓮れ
ん

紙
と
も
、

／
古
画
を
模
も
よ
し　
さ
ら
し
○
〃

／
焼
△
〃

馬バ
ふ
ん糞

紙　
書
名
不
詳
近
世
種
々
の
／
名ミ
う
も
く目

あ
れ
と
も
取
用
る
に
足
ら
す

○
竹ち
く
し紙
の
ち
り
か
ミ
と
い
ふ
あ
り
そ
の
世
唐
紙
の
上
／
包
ま
た
ハ
法ハ
う
し
や
う帖
の
う
ら
打
等
に
用

ゆ
又
風ふ
う
が雅
／
の
袋ふ
く
ろ

戸と

棚
戸
の
類
に
用
て
雅が

な
り
と
ふ
さ
の
／
分ふ
ん
り
や
う量
○
△
竹
紙
の
こ
と
し

」（
十
六
ウ
「
十
一
」（

和わ
と
ふ
し

藤
紙
う
ら

打
　
す
き
○
九
匁
五
分

／
生
△
四
匁
七
分

日
本
所
之
に
て
す
き
出
す
ど
ふ
さ
一
編
に
て
ハ
墨
を
は
じ
く
／
か
な
ら
す
二
編
引
べ
し
二
度
め
の
分ふ
ん
り
や
う量
ハ
水
一
升
に

○
壱
匁
／
△
六
分
の
割
合
に
用
ゆ
。
墨
色
繪
の
倶
の
光
沢
あ
り
て
／
画
も
よ
く
し
か
下
品
な
り
泥
引
等
ニ
ハ
あ
ら
て

生き
ま
に
あ
ひ

間
似
合　
一
名
屏
風
間ま

に似
合
と
い

ふ
／
越え
ち
ぜ
ん前
の
産
な
り
　
玲
○
十
二
匁
五

分
／
生
△
八
匁

　
引
様
能
々
し
ミ
込
し
か
ふ
に
ひ
く
べ
し
、

此
紙
ハ
は
け
め
の
／
む
ら
出
来
が
ち
な
り

」（
十
七
オ
「
十
二
」（

昔
唐
紙
用
さ
る
時
ハ
皆
間
似
合
な
り
○
屏
風
一
双
に
／
六
十
枚
を
以
て
張
○
近
年
と
て
も
間
似
合
を
以
て
本
／

式
の
屏
風
は
る
こ
と
も
あ
り
○
立
一
尺
二
寸
五
分
横
／
二
尺
二
寸
二
分
な
り
○
巻
も
の
繪
必
是
を
用
ゆ
べ
し

大
間
似
合　
皆
鳥
の

子
の
類　
玲
○
十
二
匁
五
分

／
生
△
八
匁
五
分

此
紙
に
て
傳
書
系け
い
つ圖
等
を
書
こ
と
あ
り
分
量
同
し
／

ど
ふ
さ
ハ
裏う
ら
お
も
て面
よ
り
能
く
し
み
こ
む
程
ニ
引
へ
し

鳥と
り
の
子こ　
色
鳥
の
印
に
似
た
る
／

に
て
と
り
の
子
と
い
ふ　
す
き
○
十
二
匁
五
分

／
生
△
八
匁
五
分

雁
皮
紙　
古
画
を
う
つ
す
に

よ
ろ
し
き
か
ミ
也　
さ
ら
し
○
九
匁
五
分

／
や
き
△
五
匁
五
分

」（
十
七
ウ
「
十
二
」（

土
間
似
合　
す
き
○
十
三
匁
五
分

／
生
△
八
匁
五
分

土
間
合
ハ
摂
州
名
塩
村
の
産
也
。
土
間
似
合
ハ
夭
子
／
と
い
ふ
泥と

ろ土
を
和
そ
て
造
る
ゆ
へ
名
と
す
是

等
の
／
類
数
品
あ
り
と
ふ
さ
甚
々
引
に
く
き
紙
な
り
／
○
此
紙
半
間
の
尺
に
合
ゆ
へ
間
似
合
と
云
々

色
間
似
合　
さ
ら
す
○
八
匁
二

分
／
や
き
△
五
匁

何
れ
に
て
も
右
の
類
ハ
此
分
量
に
て
用
へ
し
ど
ふ
さ

／
の
引
よ
ふ
の
為
よ
り
画
か
き
に
く
き
こ
と
侭
あ
り

典
具
帖　
板
下
或
ハ
う
ら

打
／
等
に
用
ゆ　
さ
ら
し
○
七
匁
／

や
き
△
三
匁
五
分

」（
十
八
オ
「
十
三
」（
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四
二

美
濃
国
の
産
也
。
か
ミ
う
す
く
■
こ
し
の
こ
と
く
近
世
の
俗
／
人
古
画
等
を
此
紙
に
て
模
也
是
可
笑
の
こ

と
な
り
。
画　

／
を
し
ら
さ
る
ゆ
へ
也
○
引
様
か
さ
ね
引
に
し
て
／
こ
と
ふ
せ
ん
の
類
に
な
ら
べ
る
べ
し

美み

の濃
大お
ふ
な
を
し

直
紙　
大
極

品
也　
さ
ら
し
す
き
合
○
十
匁
三

分
／
生
焼
に
て
も
△
六
匁

　
立
一
尺
ヨ
リ
六
分
ま
て
横
一
尺
四
寸

六
分
／
一
名
書
物
紙
目
録
と
も
い
ふ

同
中
直　
上
み
の
と
い
ふ
、　

立
九
寸
五

分
又
六
分
／
横
一
尺
三
寸
■
分　
〃
／

〃
　
○
上
ニ
同

し
〃
△
〃

同
小
直　
書
院
み
の
／

と
い
ふ
也
　
立
九
寸
ヨ
リ
二
分
ま
て

／
横
一
尺
三
寸
七
分
　
〃
／

〃
　
○
〃
／

△
〃

」（
十
八
ウ
「
十
三
」（

同
障せ
う

子
美ミ

の濃　
又
数
寄
屋
／
み

の
と
も
い
ふ
　
〃
／

〃
　
○
〃
／

△
〃

　

美
濃
厚あ
つ
し紙　
此
外
森も
り
し
た下
新し
ん
ひ
ろ廣
板い
た
は
り張
谷
札
徳
の
山
種
々

／
の
品
あ
り
○
△
分
量
も
み
な
同
し

夫
繪
を
模
に
ハ
美
濃
紙
を
最
上
と
す
昔
ヨ
リ
古
画
等
の
／
模
う
つ
す

紛
本
皆
美
濃
紙
を
以
て
す
是
礬

水
の
分
量
要
用
収
に
う
つ
す

大
幅
等
の
軸
を
蟇
に
紙
の
継
様
習
ひ
口
儀
あ
り
巻
子
弁
／
る
こ
と
く
世
典
具
帖
の
類
に
て
写
す
ニ
て
実
に
古
画
を
／

模
に
あ
ら
す
只
形
ち
而
已
う
つ
す
に
似
た
り
古
画
を
実
／
う
つ
す
と
い
ふ
ハ
紙
の
厚
を
ゑ
か
く
筆
の
通
ふ
を
法
と
す

」（
十
九
オ
「
十
四
」（

引
板
巾
一
尺
計
／
長
サ
一
尺
五
六
寸
又
弐
三
尺
／
に
て
も
う
つ
し
。
壱
枚
ツ
ヽ
／
引
其
山
へ
と

引
か
さ
ね
る
也
。
／
ほ
そ
引
か
又
ハ
あ
ら
な
わ
と
て
も
／
よ
し

図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃
二
画

」（
十
九
ウ
「
十
四
」（

圖つ

の
ご
と
く
縄な
ハ

を
張は
り

一
行き
や
うに

八
九
枚
十
枚
も
さ
け
三
四
寸
く
ら
い
ツ
ヽ
／
の
し
ず
く
の
た
る

内
つ
な
き
合
掛か
け

へ
し
場
も
と
ら
す
早
々
干
弁べ
ん
り理

な
り
世
俗
畳
へ
な
ら
べ
或
ハ
板
の
間
に
な
ら
べ
場

／
も
と
り
板
た
ヽ
ミ
の
に
じ
ミ
出
来
る
な
り
／
扨

干
上
り
紙
ハ
し
わ
に
な
り
し
ゆ
へ
水
熨の
し

と
い
ふ
す
る
也
た
と
へ
ハ
／
み
の
か
ミ
／
な
れ
ば
五
枚
隔
て
結
に

は
け
め
に
水
を
引
て
能
々
揃
へ
／
棒
へ
巻
附
る
也

一
両
日
も
置
て
用
へ
し
○
又
み
の
か
ミ
十
帖
／
二
三
十
帖
な
と
哉
初
の
ご

と
く
に
水
の
し
を
し
て
両
方
ヨ
リ
板
／
に
は
さ
ミ
重
し
を
か
け
置
な
り

」（
二
十
オ
「
十
五
」（

半は
ん
し紙　
玲
○
十
匁
五
分
／

生
△
五
匁
五
分

長な
か
と門
山
代
本
取

／
と
い
ふ　

岩
国
半
紙
す
な
と
り

／
上
品
也　

徳
地
は
ゝ
ひ
ろ
く

／
い
ろ
よ
し
／
鹿
野
か
ミ
は
た

／
よ
し
　

■
計
小
川
は
ひ
ろ
く

う
す
て
也　

吉
田
阿
武　

島
田　

仁
保
仁
尾
と
も
／

い
ふ
な
り
　

龍
野
川
う
す
／

て
也
　

五
ケ
村　

右
田　

色い
ろ

好よ
し

　

三
尾　

津　

通　

交
信　

交
吉　

小
原　

小
松
原
／　

徳
山　

頂
万
か
ミ
は
／

た
よ
し
　

吉
賀　

万

州　

須
本　

土
佐　

徳
島　

佐
州　

大
州　

宇
和
島　

松
山　

広
島
等
種
々
類
あ
り

岩
城
み
ち
／

の
く

内
山
し
ん
し
ら

／
の
庄
也　
す
き
○
十
匁

／
生
△
五
匁

　
美
濃
の
代
に
用
る
也
都
て
礬と
ふ
さ水
ハ
紙
の
品
て
／

矷
薄
に
依
て
分
量
あ
り
多
く
○
△
に
て
よ
し

」（
二
十
ウ
「
十
五
」（

蝋ろ
う
う
ち打

紙　
さ
ら
し
○
六
匁
五
分

／
や
き
△
三
匁
五
分

是
ハ
系け
い
づ圖
等
を
書
に
用
る
か
ミ
也
年
を
へ
て
も
／

虫
は
ま
ず
或
ハ
官く
わ
ん
け家
に
て
日
記
を
か
く
な
と
あ
り

印い
ん
か
し

可
紙　
さ
ら
し
○
四
匁
五

分
／
や
き
△
二
匁

是
ハ
伝
受じ
ゆ

目
録
等
の
事
を
書
キ
す
か
ミ
な
り
年
／

を
歴へ

て
虫
は
ま
ぬ
た
め
に
と
ふ
さ
を
引
こ
と
也

　

○
額か
く

の
類

額　
さ
ら
し
○
四
匁

／
や
き
△
二
匁

」（
二
十
一
オ
「
十
六
」（

画ゑ

に
限か
き

ら
す
高か
う
さ
つ札

看か
ん
ば
ん板

額が
く

の
類
薄
き
と
ふ
さ
引
べ
し
／
第
一
板
の
削
け
づ
り

目
も
か
く
れ
墨
／
の

光つ

や沢
あ
わ
く
墨
／
散ち
る
こ
と事

な
し
文
字
お
ち
つ
き
て
大
に
よ
し
板
に
文
字
を
書
／
く
に
墨
種
々
の
／
品
を
入
る

こ
と
あ
り
墨
の
に
し
む
を
恐
れ
る
か
故
な
り
／
皆

取
に
足
ら
ざ
る
の
法

也
用
ゆ
べ
か
ら
す

相あ
い
バ
ん板　
画
な
と
に
依
て
分ふん
り
や
う量

あ
れ

と
も
／
大
略
こ
れ
に
て
よ
ろ
し　
す
き
○
八
匁
／

生
△
四
匁
五
分

檜ひ
の
き

板　

同　
す
き
○
十
二
匁

／
生
△
六
匁

」（
二
十
一
ウ
「
十
六
」（

松ま
つ

樫け
や
き

　

同　
〃
○
十
八
匁

／
〃
△
十
匁

堅か
た
き木

の
類　
木
の
始
に
依
て
二

へ
ん
を
／
引
へ
し　
〃
○
十
三
匁
五
分

／
〃
△
七
匁
五
分

　

○
四
季き

の
分ふ
ん
り
や
う

量

○
正
月
△
二
月
△
三
月
中
旬
じ
ゆ
ん

迄
九
月
よ
り
十
△
十
一
△
十
二
迄
水
一
／
升せ
う

ニ
付
○
△
本ほ
ん
ほ
う法

の
と
ふ

り
○
三
月
中
旬
よ
り
四
月
五
月
／
中
旬
迄
本
法
の
分
ぶ
ん
り
や
う量
○
△
二
三
ツ
ヽ
も
ま
す
へ
し
。

」（
二
十
二
オ
「
十
七
」（

○
五
月
中
旬
よ
り
六
七
八
月
ま
て
本
法
に
四
五
分
ツ
ヽ
○
△
共
に
／
ま
す
へ
し
但
暑し
よ

中
ハ
ど
ふ
さ
の
き

か
ぬ
も
の
ゆ
へ
な
り
、

／
と
ふ
さ
ハ
快く
わ
い
せ
い晴
に
引

こ
と
也
雨
天て
ん

ハ
よ
か
ら
す

○
風
烈は
け
しき
時
ハ
△
三
分
ツ
ヽ
も
不

足
の
／
方
よ
ろ
し
○
夜や
ふ
ん分
引
こ
と
先
禁
き
ん
す
／
べ
し
し
か
り
と
い
へ
と
も
無
よ
ん
と
こ
ろ
な
き
と
き

拠
時
ハ
能

分
量
改
て
用
ゆ
へ
し

　

○
礬ど
ふ
さ
に
つ
と
う
ぐ

水
煮
器
の
事

○
土ど

き器　
と
な
べ

の
る
い　

○
炭
の
火　
火
炙
り
つ
よ
き
を

／
い
む
こ
と
也

」（
二
十
二
ウ
「
十
七
」（
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色
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（
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五
年
（

113

四
三

○
唐か
ら

銅か
ね　

赤あ
か

鍋な
べ　

○
礬と
ふ
さ水　

漉し　
麻
の
切
又
ハ
す
い

／
の
ふ
て
よ
し

○
鐵て
つ
な
べ鍋

を
禁き
ん

す
油
け
塩し
お

気
魚う
お

油
の
類
悉
こ
と
〳
〵く

禁
き
ん
する

也
／
又
金き
ん
〳銀〵

地
等
引
時
は
け
に
糊
気
あ
れ
ば

箔は
く
み
な
す
り
は

皆
摺
脱
／
け
又
画
の
た
め
に
悪わ
る

し
刷は

け毛
ハ
能
く
洗
あ
ら
いす

ゝ
き
用
こ
と
要
／
用
な
り
。

　

○
小
せ
う
き
器

ち
い
さ
い
う
つ
わに
て
煮に
る
の
法

」（
二
十
三
オ
「
十
八
」（

図　

赤
鍋
五
合
入

仮た
と
へ令

ハ
一
升
の
ど
ふ
さ
入
用
の
時
ハ
件
く
だ
んの

五
合
入
に
七
八
分
／
目
水
を
入
初は
し

め
の
ご
と
く
膠
に
か
ハを

よ
く
洗あ
ら

ひ
こ
れ
を
に
る
夫
よ
り
か
の
△
を
入
て
煮に

終お
わ
つて

お
ろ
し
跡あ
と

よ
り
水
を
入
／
煮
つ
ま
り

て
四
合
も
あ
ら
ば
水
を
六
合
入
へ
し
ま
た

」（
二
十
三
ウ
「
十
八
」（

三
合
五
夕
に
に
つ
ま
り
し
な
ら
ば
、
六
合
五
夕
の
水
を
入
／
都つ
が
う合
壱
升
に
見
積つ
も
りよ
く
、
か
き

ま
わ
し
涼
さ
ま
して

引
／
用
ゆ
へ
し
。
右
の
こ
と
く
に
す
れ
バ
、
五
合
入
の
鍋な
へ

に
て
三
／
升
も
四
升
も

手
軽が
る

に
出
来
る
こ
と
也
。
一
升
入
又
ハ
一
升
五
合
／
入
の
器う
つ
わ

な
れ
ば
七
八
升
／
の
用
に
足た
る

な
り
ミ
な
夫

れ
に
準じ
ゆ
ん

て
水
一
升
の
本
法
の
／
分ぶ
ん
り
や
う量
を
能
々
こ
ゝ
ろ
ひ
し
こ
と
要
用
な
り

二
編へ

ん
と
ふ
さ

礬
水　
さ
ら
し
○
八
匁

／
や
き
△
四
匁

」（
二
十
四
オ
「
十
九
」（

右
○
△
二
品
前
の
こ
と
く
に
て
一
編
引
て
乾か
ハ
か

し
ま
た
／
二
度
引
な
り
。
二
度
め
の
ふ
ん

り
や
う
ハ
さ
ら
し
○
三
匁
／
や
き
△
二
匁
の
分
量
也
。
／
引
残
り
の
な
き
よ
ふ
に
す
べ
し　

二
編へ
ん

ど
ふ
さ
ハ
、

唐と
う
そ
う
け
ん
み
ん

宋
元
明
の
画
或
ハ
／
本ほ
ん
て
う朝

雪せ
つ
し
う
そ
う
た
ん
ゆ
う
せ
い
も
と
の
ふ
ゐ
い
と
く

舟
宗
丹
祐
清
元
信
永
徳
以
来
の
画
を
模
う
つ
す

／
に
心
す
、
二
編へ
ん

と

ふ
さ
な
ら
て
ハ
其
筆ひ
つ

法
を

わ
か
く
にへ

る
こ
と
、
あ
／
た
わ
す
、
又
張は
り
つ
け
か
へ

附
壁
等
の
座ざ
し
き敷

天
井と
う

等
ハ
大
画

を
／
な
す
に
ハ
必
二
編
と
ふ
さ
に
て
画
く
へ
し
。

」（
二
十
四
ウ
「
十
九
」（

　
但
絹
に
二
へ
ん
ど
う
さ
を
用
る
俗
人
あ
れ
と

も
／
是
ハ
用
る
に
足
ら
す
用
ゆ
へ
か
ら
す

裏
礬
水　
さ
ら
し
○
四
匁

／
焼
△
一
匁

往わ
う
こ古
裏
ど
ふ
さ
な
し
と
也
近
年
表ひ
う

具
を
な
す
も
の
ゝ
／
専
ら
用
る
所
な
り
。
其
ゆ
へ
ハ
俗ぞ
く

に
い
ふ
極
さ
い
し
き
／
の
花か
て
う鳥

或
ハ
芙ふ
よ
う蓉
牡
丹
又
ハ
密み
つ
く
わ画
絹き
ぬ

に
肌
う
ら
／
を
打
に
繪ゑ
の
ぐ具
の
散ち
り

を
恐
て
裏
よ
り
と
ふ
さ
を
引
な
り
。
／
繪
の
具
花
の
■た
ま

等
の

散ち

る
患う
え
い

な
し
。
余
り
△
つ
よ
く
／
ハ
画
の
表
に
ひ
か
り
を
出
す
あ
し
き
こ
と
也
依よ
つ

て
分ふ
ん
り
や
う量
を
／
以
て
引
べ
し　
　

本ほ
ん
て
う朝
の
繪く
わ
は
う法
に
て
画
書
終お
わ
つ

て
名ら
く
く
わ
ん印
を
す
、
表ひ
う
く具

」（
二
十
五
オ
「
二
十
」（

の
為た

め

に
ゑ
の
く
を
散ち

ら

す
こ
と
侭ま

ま

あ
り
、
跡あ

と

よ
り
繪ゑ

の
く具
を
補お

き
な

ハ
ざ
る
画
法
な
り
、
夫
ゆ
へ
裏う

ら

ど
ふ
さ
／

を
加
ふ
る
も
可
也
表ひ
う
く具
の
法
式
屏び
や
う
ぶ風
衛
立た
て

／
間
切
等
の
傳
、
本ほ
ん
て
う朝
名め
い
か家
一い
ち
ら
ん覧
の
末す
へ

の
巻ま
き

に
し
る
す
。

」（
二
十
五
ウ
「
二
十
」（

【
引
札
広
告
＝
出
版
案
内
】

江
戸
繁
昌
記　

静
軒
先
生
著　

初
篇

江
戸
繁
昌
記　

仝
上　

貳
篇

江
戸
繁
昌
記　

仝
上　

参
篇　

近
日
出
板

」（
二
十
六
オ
（

　
【
奥
書
】
日
比
野
氏

」（
二
十
六
ウ
（
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114

四
四
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表
紙
（

（
一
オ
（

（
見
返
し
（
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四
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（
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

116

四
六

（
三
ウ
（

（
四
ウ
（

（
四
オ
（

（
五
オ
（
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画
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絵
具
彩
色
独
稽
古
（
天
保
五
年
（

117

四
七

（
五
ウ
（

（
六
ウ
（

（
六
オ
（

（
七
オ
（
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

118

四
八

（
七
ウ
（

（
八
ウ
（

（
八
オ
（

（
九
オ
（
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画
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幼
学　

絵
具
彩
色
独
稽
古
（
天
保
五
年
（

119

四
九

（
九
ウ
（

（
十
ウ
（

（
十
オ
（

（
十
一
オ
（
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

120

五
〇

（
十
一
ウ
（

（
十
二
ウ
（

（
十
二
オ
（

（
十
三
オ
（
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画
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学　
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具
彩
色
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（
天
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五
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（

121

五
一

（
十
三
ウ
（

（
十
四
ウ
（

（
十
四
オ
（

（
十
五
オ
（
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

122

五
二

（
十
五
ウ
（

（
十
六
ウ
（

（
十
六
オ
（

（
十
七
オ
（

414.indb   122 15/02/09   15:35



画
伝
幼
学　

絵
具
彩
色
独
稽
古
（
天
保
五
年
（

123

五
三

（
十
七
ウ
（

（
十
八
ウ
（

（
十
八
オ
（

（
十
九
オ
（
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

124

五
四

（
十
九
ウ
（

（
二
十
ウ
（

（
二
十
オ
（

（
二
十
一
オ
（
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画
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学　
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具
彩
色
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天
保
五
年
（

125

五
五

（
二
十
一
ウ
（

（
二
十
二
ウ
（

（
二
十
二
オ
（

（
二
十
三
オ
（
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

126

五
六

（
二
十
三
ウ
（

（
二
十
四
ウ
（
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